
 

 

 

 

 

 

 

県連女性協議会は４月３日（土）、“一人ひとりは等しく尊い”という信念

から、“他者を尊重し、理解し、互いに支え合い、誰もが自己への確信をもっ

て生きることができる世界の実現を”と願い活動している特定非営利活動法

人ジェン（JEN）の活動について学ぼうと、ジェン事務局長の木山啓子さん（写

真）を講師に招いて、

『誰もが大事にされ 

笑顔でしあわせに生

きられる世界をめざ

して』と題する学習交

流会を開催しました。

学習交流会には９０

名の組合員や役職員が参加しました。 

講演では、（１）ＪＥＮの活動、（２）ハイチで

の活動、（３）自立を支えるということ、（４）支

援の様々な悪循環、（５）なぜ支援するのか、（６）

本当に伝えたいこと、そして（７）お願いしたいことについてお話をうかがいました。 

木山さんは、“質の悪い支援”は依存を高め、貧困から

抜け出せず、格差や不満を生み、治安を更に悪くする“悪

循環”を生むと言います。だから『ジェンの成功は一日も

早い撤退』なのだそうです。ジェンは、自ら自立しようと

いう人々がいれば、自立を支援しようと考えています。そ

して、なぜ支援をするのか？

について、支援することから

学びがあるからだと語りまし

た。また、支援（学び）を通

じて家族や周りにやさしくな

れると言います。「何よりも、

自分が幸せに生きるために支援を続けている」と生き生きと語る木山さんの表

情が印象的でした。最後に「知る」「行動する」「続ける」「忘れない」「伝える」

というお願いで締めくくりました。 

木山さんには、講演のあと会場から出されたたくさんの質問に答えていただ

きました。 

終了間際に一人の参加者から募金の呼びかけがあり、１万６９３７円が集まりました。 
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ぐんま食の安全消費者連絡会議（会長：峰岸通）は「平成２２年度群馬県食品衛生監視指導計

画案」について、パブリックコメントを提出しました。２月１５日（月）に、ぐんま食の安全消

費者連絡会議と群馬県食品安全局とのリスクコミュニケーションが行われ、群馬県からの説明と

意見交換を経て以下のパブリックコメントを提出しました。 

 

１．リスクコミュニケーションについて 

（１）消費者連絡会議では、平成２２年度群馬県食品衛生監視指導計画（案）について、２月１５日

に衛生食品課から説明を受け、計画の概要について意見交換を行いました。引き続き消費者とのリ

スクコミュニケーションの強化を進めていただくように要望いたします。 

昨年は、「平成２０年度監視指導計画の中間報告」を資料提供していただきましたが、今回は平成

２１年度中間報告の資料がありませんでした。リスクコミュニケーションを進める上で、今年度の

進捗状況を理解しておくことが必要であり、次回からの改善をお願いいたします。 

（２）監視指導計画案に係る事業者とのリスクコミュニケーションを強化してください。また、その

実施状況についてご報告をお願いいたします。監視指導計画を進めるうえで、事業者の理解と意見

の反映が重要です。食品表示等について事業者との齟齬が発生しないように配慮してください。 

（３）パブリックコメント募集の周知について改善を要望します。 

群馬県食品安全情報センターのトップページに、パブリックコメントの募集期間中は常時掲載す

るように改善してください。 

（４）監視指導計画案の資料に基本的な用語の解説を載せて、分かり易い資料を提供してください。

監視指導計画案を消費者が理解するための配慮をお願いします。 

２．重点監視について 

（１）平成２１年度の計画では、学校給食施設は重点的な監視指導の対象であるとされました。その

監視指導の成果と平成２２年度の計画についてご説明ください。 

（２）農産物直売所の監視指導の強化については確実に実行し、適正表示が進むよう要請します。ま

た、農薬の使用履歴管理についての指導強化を要望します。 

３．ＢＳＥ対策の推進について 

（１）ＢＳＥと食肉の安全性に係わるリスクコミュニケーションを強化し、県民の理解が充分に進む

よう対応を要望します。 

（２）２０カ月齢以下の牛を含む全頭検査の見直しについては、他の都道府県の状況に配慮し検討す

るよう要請します。 

４．食品製造施設における自主衛生管理の推進について 

「群馬県食品自主衛生管理認証制度」は比較的規模の小さな事業者でも取得が可能であり、製造者

の研修機会の強化と支援等により、さらに認証施設数が増加するように努力してください。また、

小規模事業者に対する認証費用の助成などの検討を要望します。 

５．前橋市・高崎市との連携について  

  平成２１年４月から中核市となった前橋市との、検査データの共有や群馬県の施策との連携等の

状況について報告をお願いします。群馬県全体の監視指導の水準を維持し効果を上げるため、中核

市である前橋市・高崎市（平成２３年度中核市）との連携や支援が重要であり、そのための予算確

保等引き続く強化を要請いたします。 

 

なお、中核市である前橋市は食品衛生行政が群馬県から移管され、独自に食品衛生監視指導計

画を策定することが義務付けられました。平成２２年度前橋市食品衛生監視指導計画案について

は、前橋市消費者団体連絡会（会長：峰岸通）が前橋市保健所とのリスクコミュニケーションを

実施し、パブリックコメントを提出しました。 



 

 

 

ぐんま食の安全・安心県民ネットワークは群馬県との協働事業として、

「第６回地域語部の会」を２０１０年３月１８日（木）に伊勢崎市民プラ

ザで開催しました。この地域語部の会には県内外からの応募による１０２

名が参加しました。 

今回は、毎日新聞社生活報道部編集委員小島正美氏（写真）を講師にお

迎えし「誤解だらけの食にまつわる

『危ない話』」と題してご講演をいただきました。 

リスクの伝え方とメディア情報を切り口に、新聞等の具体的記事

をもとに、メディアによる情報が正しくリスクを伝えているのか、

記者の結論に沿って記事が作られていないか、といった問題につい

て分かりやすく解説していただきました。講演のあと参加者からの

質問に答えていただき意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

２月２８日（日）、２００９年度消費者まつり（青木真理実行委員長：コープぐんま理事）が群馬県庁で

開催されました。会場となったのは県庁１階の県民ホールの南北全面と２階のビジターセンターで、小雨が

ぱらつくなか、１０時の開会と同時に県下の生協組合員さんなど大勢の県民が参加しました。日曜日でもあ

り、会場は家族連れなどで一日中にぎわい、２０００名の参加者

は盛りだくさんの催しを一つひとつ楽しんでいました。今年はコ

ープぐんまさんのブ

ースを南北両ホール

に分散し、参加者が楽

しみやすい会場の配

置になりました。 

開会式では、主催者の挨拶のあと県生活文化部消費生活課の

野本守利課長から挨拶をいただきました。 

 

 

講師の小島正美氏 

医療生協の健康チェックコーナー（上）と 

転倒予防体操の紹介（下） 

南ホールの会場の様子 

 



 

 

 

 

２月１５日（月）、フートピア２１「国際協同組合デー記

念交流集会」が開催されました。 

参加者は群馬県生協連、群馬県森林組合連合会、ＪＡぐん

ま女性組織協議会、ＪＡ群馬中央会から１９名が参加しま

した。『～利根沼田で触れ合う自然・森林・農業～』をスロ

ーガンに、群馬県水産試験場川場養魚センターでレクチャ

ーと群馬のニジマス『ギンヒカリ』の養殖現場の見学、道

の駅「田園プラザかわば」で昼食と買い物、利根沼田森林

組合でレクチャーと木工工作の体験などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14日 女性協運営委員会⑩ 

15 日 役員推薦委員会②・第６回常務理事

会、行政生協懇談会 

16日 災害対策協議会① 

20日 消費者ネットワーク群馬運営委員会 

21日 都県連責任者会議 

5月 6日 役員推薦委員会③ 

8日 タウンミーティング（大泉） 

10日 県連事務局会議 

11日 県連組織部会① 

12日 女性協運営委員会⑪ 

13日 第６回理事会 

14日 地連大災協 

15日 タウンミーティング（玉村） 

25日 前橋市消団連総会 

27日 群馬県消団連総会 

 

日 時 2010年３月11日（木）10時 00分～ 
場 所 全労済群馬県本部「大渡ホール」 
議事及び内容 
□ 報告事項 
１、一般経過報告 
２、特別報告 
３、女性協議会・会員生協報告 
□ 協議事項 
１、第５１回通常総会開催関連について 
２、消費者行政課題に係る取組みについて 
３、食品の安全行政の強化に係る取組み 
４、2009年度消費者まつりの結果について 
５、県連災害対策について 
６、地球温暖化防止の取組みについて 
７、前橋工科大学生協の県連加入について 
８、その他 
 

 
「ギンヒカリ」の養殖場を見学 


